第963回生物科学セミナー
（第375回 Zoological Conference）
日時：　10月16日（水）　16:40-18:10
演者：　西駕 秀俊　客員教授
　　　首都大学東京　大学院理工学研究科
演題: ホヤにみる脊索動物の基本的な発生プログラムの保存性と可塑性
脊索動物・尾索動物亜門に属するホヤは、近年のゲノムの解析により、我々に最も近い動物と位置づけられている。ホヤのオタマジャクシ幼生は、約2600の細胞からなり、脊索動物の発生様式を単純な形で保持している。国内でよく用いられているカタユウレイボヤとマボヤは、それぞれホヤ綱を構成する二つの目（腸性目と壁性目）に属する。両者のゲノムは、系統の遠さを反映して大きく異なっているが、発生の様相は、細胞系譜を含めてよく保存されている。異なったゲノムで何故同じような発生ができるのか？　私達のグループは、２種のホヤを用いて、発生を直接的に制御する発生遺伝子の構造、発現、機能、転写調節機構の研究を行ってきた。その中から、いくつかのトピックスを紹介し、これまで行って来た発生遺伝子の研究を通して見えてきたホヤの生き様、これからのホヤ研究の可能性について述べる。
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